
2019 年度（第 34 回）タカラ・ハーモニストファンド活動助成報告 

南方熊楠コレクションで番所山の自然を学ぼう 

番所山を愛する会 和歌山県 

「番所山を愛する会」について 

 「番所山を愛する会」の事務局は、和歌山県西牟婁郡白浜町番所山の「公益財団法人南

方熊楠記念館」にある。会の目的は、番所山の自然及び周辺地域の自然を愛し、それを活

用する事業を行って白浜町臨海地域の活性化をはかることである。この目的に賛同し入

会したメンバーによって構成されている。主な活動は、南方熊楠記念館のある番所山の森

の手入れや海岸清掃活動で、これらの活動は平成 26 年より継続的に行ってきた。また、

南方熊楠記念館が毎年行っている粘菌教室や各種イベントの指導や協力を続けている。

2015 年と 2018 年に南方熊楠記念館が「公益財団法人国際花と緑の博覧会協会」と白浜

町より助成を受けて番所山で行った森や磯での自然観察会や、和歌山県の令和元年度紀

ノ国森づくり基金活用事業」で行った森林ウオークなどのイベントでも参加者の指導を

したり、観察会の運営に協力したりしてきた。

１． 活動の目的 

吉野熊野国立公園に含まれる番所山にある南方熊楠記念館は、2017 年にリニューア

ルオープンした。ここには、南方熊楠が採集した標本類の一部が保管されている。茶色

と黒色の箪笥や 2 個の木箱などに収められていた貝類や昆虫や鉱物などの標本は、ほ

とんどが一般公開されていなかった。2018 年度に貝類コレクションの一部が展示され、

西宮市貝類館の協力で、標本のリストが完成した。また、2019 年度の特別展で、和歌

山県内のトンボ類全ての展示や、鉱物の展示も行った。番所山にはウバメガシ林やタブ

ノキ林など照葉樹林の自然林があり、熱帯植物園であった名残で、亜熱帯の植物も生育

し、トンネルや人工池もあり、磯も近く、多様な自然環境がある。この自然環境を活か

して、番所山を愛する会では、南方熊楠記念館のイベントに協力して番所山で観察会を

長年続けている。今回の特別展の資料をもとにして、一般の人にもわかりやすく楽しん

でもらえるような冊子を作成し、番所山で自然を観察するときのガイドブックとして

活用したいと考えた。

２． 今回の活動内容について 

A 資料整理の実施（専門家を招いて標本のリストを作成する）

① トンボ

熊野自然保護連絡協議会会長南敏行氏が作成した和歌山県内のトンボ全ての種

類の標本とリストを南方熊楠記念館の特別展「和歌山のトンボ展」で展示し、和歌

山県内のトンボ全ての種類の写真や資料が入った冊子を作製した。



 

「和歌山のトンボ展」の様子 

   トンボ展入口 

 

 

 

 

 

 

 

 
生態写真と標本の展示 

個々にプラスチックケースに入った標本 和歌山のトンボ一覧表と赤とんぼの顔写真 

台形ケースでの展示 ヤゴの標本展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

科毎の展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考にした本の展示 

 



展示したトンボのリスト 

  
 

 



①貝類 

南方熊楠記念館では 2018 年に「南方熊楠の貝類コレクション展Ⅰ」を開催したが、

未整理の貝類や資料がたくさん残されていた。そこで、西宮市貝類館より学芸員高田良

二氏に来ていただき、未調査の貝類標本について調査してもらい、標本リストが完成し

た。その結果は、2018 年 10 月 18 日（木）から 11 月 20 日（火）まで西宮市貝類館で

開催された「南方熊楠貝類コレクション展―南海の偉人熊楠と貝との出逢い―」で展示

された。その後、2019 年 6 月 22 日（土）から 9 月 16 日（祝）まで南方熊楠記念館の

特別展「南方熊楠の貝類コレクション展Ⅱ」でも展示した。その標本の写真撮影を行い、

一般の人にもわかりやすい冊子を作成した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
南方熊楠記念館 2019 年特別展「熊楠の貝類コレクション展Ⅱ」のチラシ 

 

 



「南方熊楠の貝類コレクション展Ⅱ」のようす 

       貝類展Ⅱ入口 番所崎の貝類採集ポイント紹介 

石炭箱と三ツ矢サイダー箱 

 

上:三ツ矢サイダー箱 下:石炭箱 

 

 

 

 
 

 



② 鉱物・化石 

南方熊楠記念館にある標本目録では、鉱物‣化石標本は、319 点記録されている。

しかし、詳細な同定とリストは未完成であった。そこで、岩石・鉱物は益富地学会

館主任研究員の石橋隆氏、化石については和歌山自然博物館の小原正顕氏に調査し

てもらい、他の専門家にも意見を伺った。不明の鉱物については、益富地学会館で

X 線を使った機器を用いて同定も行った。その結果を基に、南方熊楠記念館で写影

を行い、冊子原稿を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南方熊楠記念館 2019 特別展南方熊楠の鉱物・化石コレクション展」のチラシ 

 

 

 



「熊楠の鉱物・化石コレクション展」のようす 

熊楠の親友達との交流を示す展示 

新しい標本箱に収められた鉱物 ガラスケースでの展示 

化石「月のさがり」 紙の標本箱と自筆ラベル 

海外で購入した可能性がある銀星石の標本 紙の標本箱蓋裏に書かれた英字や縦書きのラベル 



B 観察会の実施 

 

① 昆虫観察会 

南方熊楠記念館の特別展「和歌山のトンボ」に合わせて 2019 年６月９日（日）に昆

虫の観察会を実施した。講師は、熊野自然保護連絡協議会会長南敏行氏で、環境省吉野

熊野国立公園管理事務所田辺管理官事務所の国立公園管理官やアクティブレンジャー、

環境省自然公園指導員、白浜町教育委員会中央公民館の協力をいただいた。参加者は 30

名、アンケートでは、大変良かったが 22 名良かったが 8 名だった。 

感想・嫌いだった虫が好きになった 

・サツマゴキブリが綺麗だった 

・昆虫の名前を教えてもらえてよかった 

・大変面白かった 

・1 時間でこんなに虫がとれるとは思っていなかった 

・子供もすごく勉強になったと思う 

・夏休みに昆虫採集したい  

・また参加したい                                           など 

② 貝類観察会 

南方熊楠記念館の特別展「南方熊楠の貝類コレクション展Ⅱ」の会期中にあわせて 

2019 年８月１日（木）に貝類の観察会を実施した。講師は、西宮市貝類館学芸員高田良

二氏で、環境省吉野熊野国立公園自然保護官事務所の協力もいただいた。参加者は 19 名

で、大変良かったが 17 名、良かったが 2 名だった。 

感想・貝を拾うのが楽しかった 

・貝の名前がわかって良かった 

・ナメクジが貝の進化型だと知ってびっくり 

・はじめて番所山の磯をまわれてよかった 

・孫と参加しましたが幼稚園児でもわかりやすくてよかった 

・高田先生お目にかかれてよかった 

・また参加したい 

・とても充実していた                                              など 

③ 鉱物・化石コレクション展講演会とギャラリートーク 

南方熊楠記念館の特別展の会期中にあわせて 2020 年 1 月 13 日（祝）に実施した。参

加者は 25 名、シニアから若者まで，大人が多く、大坂や神戸、京都などからの参加もあ

った。 

感想・本草書を始めて見て興味を持った 

・熊楠の幅広さを感じた            ・宝石が綺麗だった 

・ギャラリートークが楽しかった    ・またやって欲しい 

・鉱物ファンが楽しめる展示でした  ・完成した冊子をぜひ送ってほしい 

・標本箱に標本の名前をわかりやすく書いて欲しい 

・熊楠がお金にいとめをつけずに集めたようすがわかって熊楠の情熱を感じた 

・円月島の夕日がちょうど見られそうでうれしい                    など 



昆虫観察会 

昆虫採集についてのお話 たたき網の紹介 

      手作りの捕虫網の紹介 虫のつかみ方を教えてもらう 

     駐車場広場での採集     昆虫の名前を教えてもらう 

人工池周辺でトンボ採集 
      観察会のまとめ 

 

 



貝類観察会 

 

講演会 

 

小中学生もいます 

  

 
天然橋から円月島裏まで一周しました 

 
北浜で拾った貝類 

 

プレゼント用のタカラ貝類 

 

持ち帰った貝の名前を教えてもらいました 

 

 



鉱物の講演会・ギャラリートーク 

 

 

  

  

  



 

C 冊子の印刷・配布 

① トンボの冊子 

トンボ一種類について一ページとして、和歌山県内で見られるすべてのトンボの生

態カラー写真を掲載した。撮影、本文は南敏行氏によった。また、南方熊楠の文章の

なかで、トンボに関連したものを探し、掲載した。野外で持ち運ぶのに便利なように、

A５版無線綴じで作成した。両面 4 色コート 90 紙、表紙ツヤ加工、全 106 頁で 500

部作製した。南氏に 100 部宅急便で送り、トンボに関する観察会で活用してもらった。

この冊子は大変好評で、郵送での希望も多く、令和 2 年 6 月現在、わずかしか残って

いない。 

 

② 貝類の冊子 

熊楠の貝類コレクションで、現在種名が判っているものをすべてに和名をつけてカ

ラーで撮影した。大きさの見当がつくようにモノサシも入れた。紀伊半島南部で採集

できる貝がほとんどであったが、熊楠が海外で購入したり、採集したりした標本も含

まれているので、それを一箱にまとめて撮影した。標本箱に種名を添付して、写真撮

影したので、写真の細かい字が読めるようにトンボの冊子より版を大きくして B5 版

にした。無線綴じ、両面 4 色コート 90 紙、表紙ツヤ加工、全 40 頁で 600 部作製し

た。西宮市貝類館に 100 部送り、活用してもらうことにした。観察会に参加したり、

特別展を見たりして、冊子の郵送を予約して希望する人も 20 名ほどいた。令和 2 年

6 月から 9 月に開催している特別展「熊楠のお宝展 partⅠ 箪笥の中の鉱物・化石・

貝類等」で和名を添付した貝類標本を展示するので、希望者に配布する予定である。 

 

③ 鉱物・化石の冊子 

熊楠の鉱物・化石コレクションは今まで一度も公開されたことが無かったので、す

べて撮影して冊子を作った。熊楠の書いた縦書きのメモと、横書きの英字メモの両方

を掲載し、現時点で名前や日記のデータなど、わかったことを記載した。鉱物に関し

ては益富地学会館の石橋隆氏、化石に関しては和歌山県立自然博物館の小原正顕氏に

見てもらい、名前を書き入れた。現時点で不明の標本も含まれているが、熊楠の箪笥

の引き出しを復元して撮影し、熊楠自身のつけたデータと、現時点でわかっているこ

とをまとめて掲載している。B5 版無線綴じ、両面 4 色コート 90 紙、表紙ツヤ加工、

全 40 頁で 700 部作製した。和歌山県立自然博物館と益富地学会館に 100 部ずつ送

り、活用してもらった。特別展の期間中、冊子を予約したり、電話での問い合わせが

あったりした。令和 2 年 6 月から 9 月に開催している特別展「熊楠のお宝展 partⅠ

箪笥のなかの鉱物・化石・貝類等」で鉱物や化石の標本を展示するので、希望者に配

布する予定である。 

 

 

 

 



「和歌山のトンボ」冊子表紙 

 

「和歌山のトンボ」冊子裏表紙 

「貝類コレクション展」冊子表紙 

 

「貝類コレクション展冊子」裏表紙 

「鉱物・化石コレクション展」冊子の表紙 「鉱物・化石コレクション展」冊子の裏表紙 

 



今回の活動で新たに分かったこと 

① 昆虫 

・南方熊楠の昆虫標本は、茶色い箪笥の引き出しに収められていた。87 匹の標本が針に

留められて残っている。中には熊楠自筆のラベルが付けられているものもある。ほとん

どは熊楠が若い頃、日本で採集したものだと考えられるが、海外のキーウエストで採集

した糞虫や、昭和 5 年のアケビコノハの標本もたばこの空き箱に書かれたメモととも

に残っていて、晩年まで昆虫採集をしたことがわかった。 

・番所山はウバメガシ林やタブノキ林、熱帯植物園、芝生草地など多様な環境があり、遊

歩道が整備されているので、昆虫採集に適した場所である。南方熊楠記念館の多目的室

を使えば、昆虫教室を開くことができ、生物に興味を持つ子供達に、安全に自然と触れ

合う体験を提供することができることや、そのニーズが多いことが確かめられた。 

 

② 貝類 

熊楠の貝類標本は、黒い箪笥と茶色い箪笥、蓋のない木箱３つに収められていた。石

炭箱と三ツ矢サイダ―の箱に詰められていた標本は、1900 年代に撮影された写真では

北島脩一郎の税金の領収書に包まれており、北島及びその勤務先であった和歌山県立田

辺高等女学校の生徒などによる採集標本も混じっている可能性が高くなった。 

熊楠自身の採集によると考えられる標本は、箪笥の引き出しや蓋のない木箱の写真を

見て復元できる可能性がある。しかし、今回はまず資料整理することが目的なので、あ

えて復元することはしなかった。よって、今回印刷した貝類コレクションの写真には、

北島の標本や提供されたと考えられるアラフラ海の貝殻なども混じっている。 

今回、高田良二氏によって熊楠の貝類コレクションのうち 1778 個体 299 片、合計

2077 点についてリストが作られた。この中には、398 種内 18 亜種含まれていることが

明らかになった。以下、西宮市貝類館第 20 回特別展南方熊楠貝類コレクション展のパ

ンフレットから抜粋する。 

海産貝類は 364 種あり、和歌山県産と推測されるタカラガイ科、アッキガイ科、イモ

ガイ科、タケノコガイ科、マルスダレガイ科、ニッコウガイ科などの比較的採集の容易

な大型～中型種が多く見られた。なかにはヨウラクガイやセンジュガイモドキなど、エ

ビ網漁などで掛かってくるような深場に棲息するような巻貝などもふくまれている。 

マルスダレ科やニッコウガイ科の二枚貝の多くは、当時、白砂青松であった田辺市扇

ヶ浜を中心とした田辺湾で採集された標本と想像できる。 

陸産貝類は 20 種類と少ないが、ナチマイマイやミツクリギセルなど、今も和歌山県

産の標本が含まれている。淡水産貝類は 14 種で、マルタニシやマシジミなどが見られ

る。 

また、外国産の貝類は、主にダイバーから譲り受けたとされる、アラフラ海のシロチ

ョウガイやオーストラリア産のベッコウダカラなどがあり、また真珠の核として使用さ

れていたアメリカ、ミシシッピー川のマツカサカワボタンガイや、フロリダに生息する

オオタワラガイ類などが含まれている。 

これら、貝類コレクションの総数は、当時の個人の収集品としては種類や数量が多い

ことから、熊楠は長年にわたって貝類を集めていたことが判る。 



 

③ 鉱物・化石 

熊楠の鉱物・化石コレクションのほとんどは、東大予備門時代と渡米前の和歌山にい

た頃に、親友たちと購入して集めたものである。縦書きのラベルに鉱物名や採集地、購

入地などもメモを書いて入れ、白い紙箱の蓋の裏にきちんとした英字の筆記体で、鉱物

名や産地を書いている。熊楠自身の手紙や、ノート片、地図帖の断片など熊楠の行動を

示唆する新出資料がたくさん見つかった。海外で熊楠自身が採集した化石や、海外でも

らった植物化石などの新出資料も見つかった。今後、X 線による成分分析などの手法を

用いることにより、より正確な同定がなされる予定だが、今回の冊子作製がきっかけと

なって、熊楠の鉱物・化石コレクションの全貌が明らかになりつつある。 

以下に、熊楠の鉱物・化石コレクションについて、判ったことを今回の冊子原稿から

抜粋して示す。 

熊楠の鉱物・化石コレクションは、明治初期の近代日本における鉱物学、古生物学、

地質学の黎明期において、博物学の基礎を本草書より学び、西洋の学問をいち早く取り

入れつつ標本採集を行った熊楠ならではの他に類をみない標本群であるといえる。 

 

将来的な活動計画の展望 

  「番所山を愛する会」では、今後も番所山の森の手入れや海岸清掃活動を継続していく。

公益財団法人南方熊楠記念館の開催する自然観察会や、南紀熊野ジオガイドの会や本会

が開催する自然観察会などで、今回作成した「南方熊楠の貝類コレクション」、「南方熊楠

の鉱物・化石コレクション」、「和歌山県のトンボ」のガイドブックを活用して自然観察の

指導を続け、番所山の自然の魅力を幅広い世代の人々に伝えて楽しんでもらいたい。それ

によって、南方熊楠の自然保護思想を後世に伝えていきたいと考えている。 
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